
2024年度「道路交通技術必携2024」講習会 
テキスト「道路交通技術必携2024」について 

 
●発行図書「道路交通技術必携2024」をテキストとして使用いたしますので、必ずご準
備の上、ご参加ください。 
 
●会員の皆様へ：書籍の注文は、6/25（火）までに下記サイトより申込手続きをお願い
します。 
 
https://www.jste.or.jp/research_activities/publications/ 
 
コメント欄へ 【7/4・5開催 「道路交通技術必携2024」講習会 参加】と追記願います。 
 
●一般（非会員）の皆様へ：オンライン書店Maruzen Publishing での購入手続きをお
勧めしております。各オンライン書店のご利用案内等をご確認ください。 
 
https://www.maruzen-publishing.co.jp/item/b305859.html  → 
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我が国において、より安全で円滑な道路交通の実現に向けた国⺠の期待は、益々⾼まりつつあります。道路

交通の実務に携わる者として、これにどう応えるべきか︖ 本書には、その回答を得るための道路交通技術

の核⼼がまとめられています。 

本書は、道路交通技術の専⾨家集団である⼀般社団法⼈交通⼯学研究会が編纂したもので、実務に携

わるために必要な最⼩限の知識を得やすいように、体系的かつ簡潔に記述するよう⼼掛けました。ま

た 本書は、2024 年度から交通⼯学研究会認定TOP［交通技術資格者］資格試験の出題範囲を規定します。 

本書『道路交通技術必携 2024』は、ICT・AI 技術、交通ビッグデータ、⾃動運転技術などをベースとし

た著しい技術的な発展や、それに伴う道路交通の安全・円滑に資する対策の深化、MaaS などの新しいモビ

リティサービスの出現、更に昨今の社会経済情勢の変化に対応した新しい施策や制度の改訂を踏まえ、新し

い技術・施策・制度の記載を充実させるとともに、編の再編も含めた構成の⼤幅⾒直しを⾏い、この度

発刊に⾄ったものです。 
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